
　第８期高齢者保健福祉計画の評価と課題

１．評価基準

　　取り組でいる事業内容の進捗状況や実績等を確認し、基準表を基に評価を行います。

進捗状況 評価基準 進捗状況 評価基準

◎ 達成率80％以上 ◎ 達成できた

○ 達成率60％～79％ ○ 概ね達成できた

△ 達成率30％～59％ △ 達成はやや不十分

× 達成率29％以下 × 全く達成できなかった

２．評価総括表

Ｎｏ．
令和４
年度

◎数 ○数 △数 ×数 計

第１節 65% 5 0 0 0 5

第２節 85% 21 3 3 1 28

第３節 80% 3 2 0 1 6

第４節 45% 4 1 1 0 6

第５節 40% 5 4 4 1 14

第６節 - 1 0 0 0 1

第７節 90% 10 2 2 0 14

第８節 - 2 1 0 1 4

合計 51 13 10 4 78

割合 65% 17% 13% 5% 100%

令和３年度

かかりつけ医に通えなくなったときに在宅
医療や訪問介護を利用したい人の割合

認知症の相談窓口を知っている人の割合

若い世代への介護職・医療職に関する啓
発

幸福度５点以上の高齢者の割合

【 数値目標を設定していないもの、
又は、達成率が出しにくい場合 】

介護・福祉サービスの充実・強化

生きがいがある高齢者の割合

健康状態がよいと思う高齢者の割合

幸福度５点以上の要介護認定者本人の割
合

地域支援コーディネーターと生活支援体制
整備事業協議体の活性化

在宅医療・介護連携の推進

認知症施策の推進

人材の確保・育成

安全・安心な暮らしの確保

地域における支え合い・助け合いの充
実

【 数値目標があるもの 】

施策の柱 目標指標

生きがいづくりの推進

介護予防・日常生活支援の推進


